
し
て
は
大
規
模
で
あ
り
、
町
民
が
い
か
に
良

質
な
水
を
望
ん
で
い
た
か
が
想
像
で
き
ま
す
。

　
昭
和
９
年
に
帝
人
三
原
工
場
が
操
業
開

始
、
昭
和
11
年
に
三
原
市
が
誕
生
し
、
昭
和

18
年
に
は
三
菱
重
工
業
三
原
製
作
所
が
発
足

し
ま
し
た
。
工
業
都
市
と
し
て
の
発
展
、
そ

し
て
将
来
の
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
水
の
需
要
増
に
早
急
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
沼
田
川
を
水
源
に
、
宮

浦
町
に
浄
水
場
を
、
西
宮
町
に
貯
水

タ
ン
ク
を
新
設
す
る
計
画
を
立

て
ま
し
た
。昭
和
16
年
に
起
工

し
、当
初
は
３
カ
年
で
完
成
す

る
予
定
で
し
た
が
、戦
時
中
の
物

資
統
制
と
戦
後
と
い
う
悪
条
件
が
重

な
り
、昭
和
26
年
に
よ
う
や
く
完
成
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
市
の
発
展
に
伴
う
給
水
区
域
の

拡
大
、
経
済
成
長
と
と
も
に
増
え
続
け
る
水

道
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
管
路
延
長
に

よ
る
給
水
範
囲
の
拡
大
、
宮
浦
浄
水
場
や
県

　
市
の
上
水
道
は
、
中
之
町
の
和
久
原
川
付

近
に
水
を
取
る
た
め
の
井
戸
を
、
館
町
の
桜

山
に
貯
水
タ
ン
ク
を
建
設
し
、
昭
和
８
年
10

月
26
日
に
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。
最
初
の

給
水
地
域
は
現
在
の
東
町
と
館
町
で
し
た
。

　
当
時
の
三
原
町
の
人
口
は
１
２
，
８
２
２

人（
昭
和
５
年
国
勢
調
査
）。
建
設
費
は
９
万

９
千
円
で
し
た
。
こ
の
設
備
投
資
は
当
時
と

営
椋
梨
ダ
ム
建
設
に
伴
う
受
水
施
設
の
増
強

な
ど
、６
回
の
拡
張
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
３
月
に
は
、
一
体
的
な
管
理
と

安
定
給
水
、
経
営
の
効
率
化
な
ど
を
実
現
す

る
た
め
、
浄
水
場
と
庁
舎
、
拠
点
タ
ン
ク
を

一
カ
所
に
集
約
し
た

新
浄
水
場
を
西
野
に

設
置
し
ま
し
た
。

　
西
野
浄
水
場
は
、

「
人
と
環
境
に
や
さ

し
い
水
づ
く
り
」と

「
災
害
に
強
い
水
道
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
飲
料
水
を
つ
く
る

過
程
で
は
、
薬

品
を
一
切
使
わ

ず
、
自
然
の
力

で
時
間
を
か
け

て
水
を
ろ
過
す

る「
緩
速
ろ
過

方
式
」を
採
用

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
自
然
界

に
お
け
る
天
然
水
の
生
成
を
再
現
し
た
方
法

で
す
。

　
ほ
か
に
も
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
電

気
自
動
車
を
導
入
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
取

り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
上
水
道
は
、
平
成
３
年
の
台
風
19
号

に
よ
る
断
水
、
平
成
６
年
の
異
常
渇
水
に
よ

る
49
日
間
の
給
水
制
限
、
平
成
13
年
の
芸
予

地
震
に
よ
る
給
水
設
備
の
破
損
な
ど
、
予
期

せ
ぬ
災
害
に
よ
っ
て
た
び
た
び
大
き
な
被
害

を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、災
害
時
に
お
い
て
も

で
き
る
限
り
必
要
な
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
、

災
害
に
強
い
施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
西
野
浄
水

場
内
に
は
自

家
発
電
設
備

を
設
置
し
、

主
要
な
管
路

に
は
耐
震
管

を
採
用
し
て

い
ま
す
。
ま

た
、
大
規
模

な
貯
水
タ
ン

ク
へ
の
自
然
流
下
に
よ
る
送
水
な
ど
、
災
害

時
で
も
飲
料
水
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
対
策

を
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
の
駅「
み
は
ら
神
明
の
里
」、

三
原
東
高
校
西
側
歩
道
、
第
二
中
学
校
駐
車

場
、
沼
田
東
町

末
広
ダ
イ
ヤ
ハ

イ
ツ
内
、
西
野

浄
水
場
内
の
５

カ
所
に
応
急
給

水
所
を
設
置
し
、

災
害
時
の
給
水

体
制
も
整
備
し

て
い
ま
す
。

　
時
代
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
市
の
上
水

道
で
す
が
、事
業
開
始
か
ら
80
年
が
経
過
し
、

施
設
の
維
持
管
理
や
計
画
的
な
更
新
改
良
、

災
害
対
策
な
ど
、
対
応
す
べ
き
課
題
は
数
多

く
あ
り
ま
す
。

　
事
業
の
経
営
状
態
を
み
る
と
、
人
口
減
少

や
節
水
機
器
の
普
及
な
ど
で
、
水
道
の
料
金

収
入
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
設
備
投
資
な
ど
に
必
要
な
資
金
を
確
保

す
る
た
め
、長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、事
業
の

効
率
化
や
経
費
の
節
減
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
生
活
を
支
え
る
水
。こ
れ
ま
で
も
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、安
心・安
全
で
良
質
な

水
道
水
を
、
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

3 広報みはら 平成25年10月号 2平成25年10月号 広報みはら

水道事業80周年記念

水を飲もう！サッカー教室
　　～サンフレッチェ広島の
　   選手とともに～

お
い
し
い
水
を
い
つ
ま
で
も

〜
三
原
市
水
道
事
業
創
設
80
周
年
〜

三
原
の
上
水
道
の
歴
史

お
い
し
く
環
境
に

や
さ
し
い
水
づ
く
り

災
害
に
強
い
水
道
を

め
ざ
し
て

良
質
な
水
を
い
つ
ま
で
も

▲太陽光発電システム「太陽の花」

▶ 

緩
速
ろ
過
池

▶ 

昭
和
32
年
当
時
の
宮
浦
浄
水
場（
写
真
中
央
下
）

▲渇水時の沼田川（平成６年８月）

と 　き　11月24日（日）10時
　30分～12時
と ころ　三原小学校　体育館（館町二
丁目）

内 　容　岡本知剛選手、川辺 駿選手
などによるサッカー教室

※選手は予告なく変更になる場合があ
ります。
対 　象　市内に住む小学３・４年生
定 　員　40人（申し込み多数の場合は
抽選）
参加費　500円（保険料を含む）
用 意する物　動きやすい服、体育館シ
ューズ、タオル
申 し込み　10月31日（木）（必着）まで
に、往復はがきに①住所、郵便番号
②名前（ふりがな）③年齢④学年⑤
電話番号を記入し、水道部管理課
（〒723-0065西野五丁目14番１号
☎0848・64・2297）へ

※返信用の表面には、郵便番号、住
所、名前を記入してください。

　　

▲水道部マスコットキャラクター「ミズーと仲間たち」

特集  ～三原市水道事業創設８０周年～
おいしい水をいつまでも

▲ 応急給水所（西野浄水場内）

▲川辺 駿選手▲岡本知剛選手


